



 ─ 社会起業家の「右腕」の事例分析を中心に ─ 
Basic Research on a “Manager’s Right Hand”  
as a Japanese Exemplary Follower:  


































表 1 に お い て 分 類 1 に 配 置 し た Kelley（1993） は、「 批 判 的 思 考（Critical 







































6 強制的フォロワー（Zaleznik（1965）） 受動的・バランス 上を立てる／マネジメント力






















































事例 1 事例 2 事例 3
団　体 NPO 法人　A 株式会社　B NPO 法人　C
活動内容 福祉サービス・被災地復興支援 高齢者支援 子育て支援
発足年 2001 年 2013 年 2003 年























NPO 法人　A 株式会社　B NPO 法人　C
「右腕」 経営者 「右腕」 経営者 「右腕」 経営者
役　職 理事 専務理事 取締役 代表取締役 副理事長 理事長
性　別 女性 男性 男性 男性 女性 女性
年　齢 50 代 60 代 30 代 30 代 50 代 50 代
学　歴 大卒（文系）
大卒





















NPO 法人 A と並行して
経営している営利組織
の上司部下として知り












からは 20 年、株式会社 B の
運営に関しては 3 年の時間を
共有している。




















分担する（戦略策定） （12） 不足を探す・補う 分担する（執行・実行） （14）
公式性が強い チームをまとめる（調整する） 公式性が強い
 ─ 分担する（調整） （13）  ─ 
 ─ 配慮する（上をたてる）  ─ 
 ─ 話を聞く  ─ 
 ─ 非公式性が強い  ─ 
筆者作成
表 5　各事例における両者の「右腕」に関する「語り」の整理（特性や関係性）
事例 1 事例 2 事例 3
「右腕」 経営者 「右腕」 経営者 「右腕」 経営者
性格の違い ○ ○ ○ ○ ○ ○
経験職種の違い ○ ○
業務における得意分野の違い ○ ○ ○ ○ ○ ○
お互いの長所・短所の認識 ○ ○ ○ ○ ○ ○
仕事のやり方の違い ○ ○ ○ ○
業務に関する経験値と成長 ○ ○
事業経験年数の違い ○
業務の実績の評価 ○ ○ 〇
年齢の違い ○ ○ ○
対等性 ○ ○ ○ ○ ○ ○






における模範的フォロワーとの相違は、表 1の分類 1 と同じ特性を有していることが


















事例 1 事例 2 事例 3




情報提供（現場に関する） ○ ○ ○ ○ ○ ○
助言（社会性と事業性の両




諫言 ○ ○ ○ ○
フィルター機能（事前打ち
合わせ） ○ ○
現場の相談役 ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営者の意図の翻訳 ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営者への配慮 ○ ○ ○ ○ ○ ○
二者間関係における主導権 ○
てこ（経営者の権威を高め
る） ○ ○ ○
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